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自動運航船商用運航と修繕５社連合の発足
無人運航船の実現を目指す「ＭＥＧＵＲＩ2040」プロジェ
クトで離島航路旅客船「おりんぴあどりーむせと」が12月５
日に国内初となる「自動運航船」として国の船舶検査に合格
した。一般旅客が乗船する定期船としては世界で初めて、自
動運航機能（自動運転レベル４相当）を活用し、岡山（新岡
山港）／小豆島（土庄港）間で12月11日以降、商用運航を開
始する。
思い返せば、記者は2022年１月11日に、横須賀市の新三笠
桟橋から猿島間（約1.7㌔）で実施された小型観光船「シーフ
レンドゼロ」の無人運航実証に乗船し、世界初の自動運航操
船を体験した。当時は離着桟動作も正直お世辞にも上手いと
は言えず、今回の旅客船での商業運航達成という快挙に「よ
くぞここまで到達した」と感慨深さを覚える。
また、本特集で取り上げている修繕業の協業・連携も、ス

タートからわずか２年半で「関東地区＋尾道の５社連合」へ
と急拡大した。修繕業にもシェアリングエコノミーの思想が
着実に定着し、これから本格的に人・モノ・スキルのシェア
が始まる。無駄を排し、高度に効率化された新時代にふさわ
しい造修ヤードの歴史が、まさにここから幕を開けようとし
ている。
内航海運では未来の海上輸送スタイルが動き出したが、一
方の船を修繕するヤードの空きポジションが無いという不満
の声が船主から出ている。そうした中で、ユーザーのニーズ
に即応し、協業・連携先をフル活用することで、急な修理に
も対応できる新体制を整えようと動いている。これこそが海
事立国ニッポンの強みである。海運・造船・舶用関連のすべ
てが、今、未来志向へと大きく動き出している。
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�ＮＳＹ、スプレー式防熱システムを開発    5
　　新燃料Ｂタンク向け、ハングクと共同で
　　ＮＫ、ＬＲ船級から基本設計承認を取得
■ＬＣＯ２タンクで新鋼材と新技術を開発    6
　　三菱造船と日本製鉄、世界初ＧＤＡ取得
■古野電気、避航操船支援システムを搭載    7
　　日本郵船のマリンＤＸ船に、来年３月竣工
■韓国塗料メーカーと資本業務提携を締結    8
　　中国塗料、製品開発や市場開拓を強化へ
■ＯＥＣＤ造船委、金融ルール改定を協議    9
　　日本、韓国造船支援策の透明化を求める
■日舶工、３大学で舶用工業説明会を開催   10
　　芝浦工業大学、鹿児島大学、長崎大学で
■内航業界初、ＶＲナビシステムを初搭載   11
　　近海郵船「ましう」、ＮＫからＩＥ符号
■沖縄舶用工、水産高校で計測技術講習会   12
　　整備協と連携し計測スキル習得を後押し
■世界初、旅客船が自動運航で商用運航開始   14
　　国際両備フェリー、岡山／小豆島の間を
■輸組、11月の輸出船契約は18隻61万総㌧   15
　　29～30年度向け先物受注が約半数占める

令和 7 年12月15日（月）1705号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  17
業界レポ
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　人、物、スキルをシェアして効率経営へ
　住友ＭＥ・横浜工作・向島・京浜・東亜
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瞰
表
示
す
る
。
鳥
瞰
す
る
高
さ
や
角
度
は
自

由
に
変
更
で
き
、
自
船
周
辺
の
状
況
を
多
角

的
に
把
握
で
き
る
た
め
、
衝
突
回
避
の
判
断

や
航
路
計
画
、
さ
ら
に
は
陸
上
か
ら
の
監
視

支
援
に
も
有
効
と
な
る
。

今
回
の
搭
載
に
よ
り
、「
ま
し
う
」
に
は

日
本
海
事
協
会
（
Ｎ
Ｋ
）
か
ら
、
先
進
的
な

安
全
対
策
を
講
じ
た
船
舶
に
付
与
さ
れ
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
と
し
て

二
つ
の
船
級
符
号
が
付
記
さ
れ
た
。
ひ
と
つ

は
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
で
取
得
し
た
他
船
情
報
か
ら
将

来
衝
突
す
る
可
能
性
の
あ
る
危
険
領
域
や
航
行
が
妨
げ
ら
れ
る
領
域
を
予
測
・
表
示
し

て
警
告
す
る
「
衝
突
リ
ス
ク
シ
ス
テ
ム
」
を
備
え
る
船
舶
に
付
与
さ
れ
る
「a-SA

FE

（CRI

）」（A
dvanced Safety

〈Collision Risk Indication System

〉）
で
、
こ
の

取
得
は
内
航
船
で
は
初
め
て
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
、
レ
ー
ダ
ー
、
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｓ

な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
周
囲
の
船
舶
や
障
害
物
、
地
理
情
報
を
、
船
橋
カ
メ
ラ
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
映
像
ま
た
は
３
Ｄ
仮
想
映
像
に
重
畳
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
を
備
え
る
船
舶
に
与

え
ら
れ
る
「a-SA

FE

（X
RD

）」（A
dvanced Safety

〈Extended Reality D
isplay 

System

〉）
が
付
与
さ
れ
た
。

  

沖
縄
舶
用
工
、
水
産
高
校
で
計
測
技
術
講
習
会

　

整
備
協
と
連
携
し
計
測
ス
キ
ル
習
得
を
後
押
し

日
本
舶
用
機
関
整
備
協
会
は
十
二
月
九
日
、
沖
縄
舶
用
工
業
会
が
沖
縄
県
立
沖
縄
水

産
高
等
学
校
と
共
催
し
、
海
洋
技
術
科
機
関
コ
ー
ス
の
二
・
三
年
生
を
対
象
に
「
計
測

技
術
講
習
会
」
を
実
施
し
た
と
発
表
し
た
。
地
方
舶
用
工
業
会
が
水
産
高
校
と
連
携
し

て
計
測
技
術
の
講
習
会
を
開
く
の
は
今
回
が
初
め
て
。
講
習
で
は
、
舶
用
エ
ン
ジ
ン
の

ピ
ス
ト
ン
な
ど
実
際
の
機
関
部
品
を
用
い
て
、
ノ
ギ
ス
や
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
、
シ
リ
ン

ダ
ゲ
ー
ジ
と
い
っ
た
計
測
器
を
実
際
に
操
作
し
な
が
ら
、
整
備
の
基
礎
と
な
る
計
測
技

近海郵船の内航船「ましう」
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術
を
体
験
し
た
。

深
刻
化
す
る
人
材
確
保
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
日
本
舶
用
機
関
整
備
協
会
も
協

賛
し
、
教
材
と
な
る
機
関
部
品
や
計
測
器
を
提
供
。
整
備
業
務
の
認
知
度
向
上
と
将
来

の
技
術
者
育
成
を
目
的
に
、
今
回
の
初
の
取
り
組
み
を
後
押
し
し
た
。
参
加
し
た
生
徒

か
ら
は
「
初
め
て
使
う
器
具
も
あ
っ
た
が
勉
強
に
な
っ
た
」「
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
や
シ

リ
ン
ダ
ゲ
ー
ジ
の
使
い
方
が
覚
え
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
、
実
践
的

な
内
容
に
高
い
満
足
度
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、「
将
来
、
船
に
乗
っ
て
整
備
作
業
を
行

う
際
に
役
立
つ
」「
海
技
士
試
験
に
も
つ
な
が
る
知
識
が
得
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
、
将

来
の
職
務
と
の
関
連
性
を
実
感
す
る
意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ
、
講
習
の
意
義
が
明
確
に

伝
わ
っ
た
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

講
習
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
二
年
生
十
七
名
、
十
点
満
点
評

価
）
で
は
、
受
講
前
の
平
均
一
・
四
七
点
に
対
し
て
受
講
後

は
平
均
六
・
六
九
点
と
、
計
測
器
に
対
す
る
理
解
度
が
五
・

二
ポ
イ
ン
ト
も
劇
的
に
向
上
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
特

に
理
解
が
低
か
っ
た
シ
リ
ン
ダ
ゲ
ー
ジ
で
は
、
受
講
後
も
他

の
計
測
器
に
比
べ
て
難
し
さ
が
残
る
と
感
じ
ら
れ
、「
も
う

少
し
学
び
た
い
」
と
い
っ
た
要
望
や
「
シ
リ
ン
ダ
ゲ
ー
ジ
が

わ
か
ら
な
っ
た
」
と
い
う
率
直
な
感
想
も
寄
せ
ら
れ
た
。
一

方
で
、
目
盛
り
の
読
み
方
や1/100m

m

単
位
で
の
計
測
な

ど
、
高
精
度
作
業
の
基
礎
を
習
得
で
き
た
と
の
回
答
も
多

く
、
短
時
間
な
が
ら
技
術
的
成
長
が
見
ら
れ
る
内
容
と
な
っ

た
。
今
回
の
取
り
組
み
は
、
実
務
に
直
結
す
る
計
測
技
術
を

高
校
段
階
で
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
造
船
・
舶
用
機
関
整
備

分
野
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
と

い
え
る
。
業
界
全
体
で
若
年
技
術
者
の
育
成
が
課
題
と
な
る

中
、
こ
う
し
た
教
育
連
携
の
試
み
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
性

が
増
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

▽
主
催
　
沖
縄
県
立
水
産
高
等
学
校
、
沖
縄
舶
用
工
業
会

▽
協
賛
　
日
本
舶
用
機
関
整
備
協
会

▽
開
催
日
　
９
月
25
日
㈭
３
年
生
14
名
、
12
月
５
日
㈮
２
年

12月５日の計測実習の様子
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生
17
名

▽
開
催
場
所
　
沖
縄
水
産
高
等
学
校
教
室

▽
講
師
　
中
尾
辰
夫
（
沖
縄
舶
用
工
業
会
、
日
本
舶
用
機
関
整
備
協
会
沖
縄
支
部
　
事

務
局
長
）  

世
界
初
、
旅
客
船
が
自
動
運
航
で
商
用
運
航
開
始

　

国
際
両
備
フ
ェ
リ
ー
、
岡
山
／
小
豆
島
の
間
を

無
人
運
航
船
の
実
現
を
目
指
す
「
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
二
〇
四
〇
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

画
す
る
離
島
航
路
旅
客
船
「
お
り
ん
ぴ
あ
ど
り
ー
む
せ
と
」
が
十
二
月
五
日
、
国
内
で

初
め
て
「
自
動
運
航
船
」
と
し
て
国
の
船
舶
検
査
に
合
格
し
た
。
一
般
旅
客
が
乗
船
す

る
定
期
航
路
船
と
し
て
は
世
界
初
と
な
る
。
自
動
運
航
機
能
（
自
動
運
転
レ
ベ
ル
４
相

当
）
を
活
用
し
て
、
十
二
月
十
一
日
か
ら
岡
山
（
新
岡
山
港
）
／
小
豆
島
（
土
庄
港
）

間
で
商
用
運
航
を
開
始
す
る
。

国
際
両
備
フ
ェ
リ
ー
が
運
航
す
る
「
お
り
ん
ぴ
あ
ど
り
ー
む
せ
と
」
は
全
長
六
六
㍍
、

旅
客
定
員
五
〇
〇
名
。
国
内
に
は
四
〇

〇
以
上
の
有
人
離
島
が
存
在
し
、
船
員

不
足
な
ど
に
よ
り
生
活
航
路
の
維
持
が

課
題
と
な
る
中
、
今
回
の
商
用
運
航
開

始
は
、
船
舶
の
自
動
化
を
加
速
さ
せ
、

離
島
に
お
け
る
安
定
的
な
人
流
・
物
流

の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
両
備
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

小
嶋
光
信
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
離

島
フ
ェ
リ
ー
が
商
用
運
航
可
能
な
自
動

運
航
船
と
し
て
認
め
ら
れ
た
意
義
は
非

常
に
大
き
く
、
海
運
の
新
時
代
を
示
す

大
き
な
一
歩
。
こ
の
技
術
は
安
全
性
の

向
上
、
海
難
事
故
の
削
減
、
そ
し
て
船

レベル４相当の自動運航で商用運航を開始した
「おりんぴあどりーむせと」


